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研究主題

望 ましい集団活動を通 して、社会の一員 としての

「生きる力」をは ぐくむ特別活動の工夫

1主 題設定の理由

近年、有効な改善策 もないまま増加す る少年事件は、多 くの国民の共通 した問題 とな ってい

る。そ して、最近起 きている各事件は、少年たちを取 り巻 く環境 を真剣 に考 える機会 ともなっ

た。現在 、学校教育 は、不登校、 いじめ、暴力行為や少年非行 な ど学校への不適応 を含めた生

活指導上の諸 問題が深刻な状況 にある。 これ らは、生徒たちを取 り巻 く社会環境、家庭環境な

どの変質 と深 く関係 している。そ こか ら生じる人間関係の希薄化 や 自己実現 の危機 といった状

況 は、今 日の青少年が共通す る課題 となって いる。

今 回の特別活動の改訂 にあたっては、生徒 をと りまく厳 しく、 また激 しく変化 してい く社会

を踏まえ、主体的 に 「生きる」生徒 の育成を大 きくとりあげて いる。 これ は21世 紀に生きる

子 どもたちが個性 を発揮 し、社会 的な 自己実現 を豊 かに図って いく力 を体得する ことを求めて

いるか らである。特別活動の 目標 は 「望 ましい集団活動 を通 して、心身の調和の とれた発達 と

個性の伸長 を図 り、集 団や社会 の一員 としてよ りよい生活を築 こうとする自主的、実践 的な態

度 を育て るとともに、人間としての生き方 についての 自覚 を深 め、自己 を生かす能力を養 う。」

で ある。

研究にあた り、私たちは、 目標 の中の 「社会 の一員としての」 という文言 に注 目した。 これ

は、特別活動の 「望 ましい集団活 動を通 して」 という特質 を継承 しなが らも、生徒が学校生活

によ りよ く適応す るとともに、学校 生活は もとよ り社会において 自己の生き方を主体的に考 え、

自らの意志 と責任 をもってた くま しく自己実現を図っていく資質や能 力を高め ること、そ して

同時 に、現在崩れかかっている社会 的規範 を再認識 してもらうことが求め られた文言ではない

か と思ったか らである。

さ らに重要な ことは、「社会の一員」 とい う視点か ら、中学校特別活動の内容を見直 して い

くと言 うことである。つ まり 「望 ましい集団活動」の在 り方 を、社会 とのかかわ りを含めた広

い視野か ら見直 し、また 「心身の調和の とれた発達」 を健全な社会 人 という視点か ら、「自主

的、実践的な態度」を社会的 自立 といった視点か ら考えてみた。そ して 「人間 としての生 き方

についての 自覚」を社会的責任や倫理 といった面か ら考 え、実践 して いくことが今 日の特別活

動 に求め られて いるのではないか と考 えた。

そ こで、 「学級活動」 と 「学校行事」の2つ の内容 を 「社会 の一員 として」 とい う視点か ら

研究す ることに した。
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ll第1分 科会

副主題 「将来の生き方を自ら探求する力を育てる学級活動の工夫」

1副 主題設定の理由と仮説

(1)副 主題設定の理 由

中学生は、親への依存か ら離れ、独立や 自律の要求を高めなが ら、自分の将来における生き方

や進路を模索 し始める重要な時期で ある。そのため学習指導要領第4章 特別活動 内容(3)で

「将来の生き方 と進路の適切な選択 に関すること」が示 されている。しか し、 自分の将来を考え

るための思考力の発達などがまだ十分でな く、全ての生徒が自ら適切に対処することは難 しい。

また中学校卒業後に目的もなく定職 に就かなかった り、進学 しても不登校であった り中途退学を

する生徒 も増加傾向にある。そ こで、保護者や教師な どの指導や助言が重要 となってくるが、現

在の中学校 においては最終学年 における、進学指導や就職指導が中心になって しまい、特別活動

において3年 間を見通 した計画的な進路指導が出来ていない傾向にある。将来、集団や社会の一

員 として、自己の個性を発揮 していくことが、人間として最も幸福な ことの一つであるとともに、

社会に貢献す ることにもなるとすれば、中学校においても、人間 としての生き方についての 自覚

をよ り一層深めていかなくてはな らない。

そ こで、 自己の個性 を十分に理解 し、将来にわたっての人間としての在 り方 ・生き方 を、中学

校卒業後 もなお主体的に探 り求めて いく姿勢を育てるような指導の工夫ができれば と考 え、上記

の副主題 を設定 した。

(2)仮 説 「自己の個性を理解することと併せて、望ましい職業観 ・勤労観を一人一人に内在化

させることによって、将来の生き方を自ら探求する力がはぐくまれるであろう」

学習指導要領解説 一特別活動編 一において 「自己の個性を見つめ、それを大切にしてい くこと

は、 自尊感情を高め、 自己確立や 自己実現 を図るための基盤 となる」とあるよ うに、自己を理解

して いくことが、 自己実現を目指 して いく上で重要であることがわかる。また 「今 日、職業 ・勤

労に対する理解の不足や安易な考 え方な ど若者の職業観 ・勤労観の未成熟さが指摘されている」

とあ り、社会において 自己実現 を可能 にするためには、中学校 において望 ましい職業観 ・勤労観

を生徒一人一人に内在化 させてい く必要があると考 えた。そ こで 「自己を理解 してい くこと」 と

「望 ま しい職業観 ・勤労観 を内在化 させる こと」の両者 を、それぞれ平行 して学習 し3年 間で統

合させていくことにより、将来の生き方を自ら探求する力が はぐくまれていくと仮定 して研究 を

進めて いくことにした。さらに新 しい学習指導要領で指摘されている 「ガイダ ンス機能の充実」

を目指 した指導計画 を工夫 した。
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2研i究 の内容

(1)研 究構想図

研 究 主 題

望 ましい集団活動を通 して、社会の一員として の 「生 きる力」 をは ぐくむ特別活動の工夫

特別 活動の 目標

望 ましい集団活動 を通 して

・心身の調和 のとれた発達 と個性 の伸長 を図る。

・集団や社会 の一員 としてよ りよい生活 を築 こうとする

自主的 ・実践的な態度 を育てる。

・人間 として の生 き方 につ いての 自覚を深め、 自己を生かす

能力 を養 う。

生徒の現状 と課題

・個 々の価値観が多様化 し、自己 の生き方に

不安を もち、 自己 を見失 う生徒 が多 い。

・挫折や失敗に こだわって 自信 のない生き方

をして いる生徒も少な くない。

・職業観、勤労観が未熟 である。

指導の現状と課題

・自己理解 を深 める学級活動 の時 間が不 足 して い

る。

・当面する課題 に生徒が積極的にかかわる場が少

な く、体験的、実践的活動 も少ない。

・ガイダ ンス機能 を生か した指導が不足 して いる。

副 主 題

将来の生き方を自ら探求する力を育てる学級活動の工夫

仮 説

自己の個性を理解 する ことと併せて、望ま しい職業観 ・勤労観 を一 人一 人に内在化 させる こと

によ って、将来の生き方を 自ら探 求する力がは ぐくまれ るで あろう。

研究の内容

①

②

③

生徒一人一人の 自己理解 と望ま しい職業観 ・勤 労観 に関す る3年 間 を見通 した指導計画の作成。

生徒一人一人に 自己の個性 を理解 させる指導の工夫。

職業観 ・勤労観についての調査データや分析を踏 まえ、 ガイ ダンス機能 を取 り入れた授業の実践 と工夫。

①

②

研究方法

文献研究

授業研究と検証

ま と め と 今 後 の 課 題
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(2)「 将来の生 き方を 自ら探求す る力」を育てるた峻に

「副主題の理由」の ところでもふれたよ うに、学習指導要領解説では、特別活動 の 目標 に関

す る記述において 「一人一人の生徒は、それぞれ 自分 の個性 を生かせ る進路 を選び、 自己実現

を図って いかなけれ ばな らな い」 また、「将来 において、社会 人 として、職業人 としてあるい

は家庭人 として 自己 の個性 を十分 に発揮 していくことは、人間として最 も幸福な ことの一っで

あるとともに、社会 に貢献する ことにもなる」 と述べ られて いる。

しか し、生徒の現状や課題 としては:

・個 々の価値観が多様化 し、 自己の生き方 に不安 をもち、 自己を見失 う生徒が多 い。

・挫折や失敗 にこだわって 自信 のな い生き方を している生徒 も少な くない。

・職業観、勤労観が未熟で ある。

という点が指摘 され、さ らに指導の現状や課題 としては:

・自己理解 を深 める学級活動 の時間が不足 して いる。

・当面す る課題 に生徒が積極 的にかかわる場が少な く、体験的、実践的活動 も少ない。

・ガイダンス機能 を生か した指導が不足 して いる。

という点があげられて いる。

そ こで、生徒や指導の現状 と課題 を十分 に検 討 し、生徒一人一人が、将来 の生き方 を自ら探

求できるよう次 の視点か ら研究す ることに した。

生徒一人一 人の 自己理解 と望 ま しい職業観 ・勤 労観 に関する3年 間を見通 した指導計

画の作成。

② 生徒一人一人 に自己の個性 を理解 させ るための指導 と工夫。

③ 職業観 ・勤 労観 につ いて の調査デー タや分析 を踏 まえ、望 ましい職業観 ・勤労観 を内

在化 させるためのガイダ ンス機能 を取 り入れた授業 の実践 と工夫

「自己の個性 を理解 させる こと」 と 「望 ましい職業観 ・勤労観 を内在化 させる こと」を3年 間

の中で計画的 に指導 し統合させて いくことによ り、個性 の把握、発揮 ・伸長、発見がなされ、

生徒一人一人に将来 の生き方を 自ら探求する力がは ぐくまれて いくであろう考 えた。

将来の生き方 を

自ら探求する力

自己理解 第3段 階(発 見)

第2段 階(発 揮 ・伸長)

第i段 階(把 握)

職業観 ・勤 労観
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(3)3年 間の指導計画

自己の個性 を理解 させる こと 望ま しい職業観 ・勤労観を内在化 させ ること

中学生になって決意 将来の希望と進路の学習

自 (基本的な生活習慣) 職業調べ計画

分 1学 期 の反省(創 意 工夫) 働 く人々に学ぶ

1 を 1働 く人々の姿 職業調べ実施

知 2学 期 の決 意(自 主 ・自律) 2働 く人たちの仕事 と考 え 職 業調べ まとめ ・発表

年 ろ 2学 期 の反省(向 上心) 3人 は何のため に働 くのか

う 3学期の決意 進路計画を立てよう

(生命尊 重 ・自然愛護) 1進 路計画の必要性 講演会 「私の生き方1①

3学 期 ・1年 間の反 省 2進 路計画の立て方 (実 践事例2)

2年 生になって決意 働 くことと学ぶ こと 職業体験計画

自分 を振 り返る(勤 労 ・奉仕) 1人 は どう して働 くのか

1学 期 の反 省(思 いや り ・協 力) 2自 分 の可能性 を生かそ う

一 一 一 一

W

職業の世界 職業体験実施

2 適 2学 期 の決意(寛 容 ・協力性) 1職 業とは何かを考える 職 業体験 まとめ ・発表

性 2学 期 の反 省(責 任感) 2職 業 の内容 を調 べる

年 と (実践事例1) 学ぶための制度と機会

進 3学 期 の決 意(公 正 ・公平) 1学 ぶ道 を調べ る

路 健康 ・体 力の向上 2高 等学校 ・専門学校の内容

を調べ る 講 演会 「私の 生き方 」②

一.一 一 3学 期 ・1年 間の反省 (上級学校調査 ・発表会)

■o卿 一
W

3年 生 になっての決意 進路を考える 先輩からの聞き取り調査

進 (公共 心 ・公 徳心) 1先 輩の姿に学ぶ 発表会

路 自分の進路設計図作成 2生 き方 につ いて考 える

選 1学 期の反 省 進路選択にそなえて

3 択 2学 期の決意 1自 分 を見つ め直す

2進 路先 を調 べる

年 2学 期の反省 進路の選択

1自 分の進路の最終決定

3学 期の決意 2自 分 の道 を切 り開 く 講演会 「私の生 き方 」③

3学 期 ・3年 間 の反省 将来の生き方を

W
明るい将来 への準備 自ら探 り求める

一6一



(2)学 級活動の実践 と検証

く実践事例1:A中 学校〉

① 題材名 「責任感 について考 えよ う」

② 題材設定の理 由

将来の生き方 を自 ら探 求す る力をは ぐくむため には、まず生徒が 自らの個性や能力 ・適

性等を十分 に把握す ることが大切である。そ して、それを適切な場で発揮 し、創造的 に発

展 ・伸長 させる ことによ り、新たな個性や能 力 ・適 性 を発見 して いくことができる。 しか

し、中学生の段階 では自分の個性が十分に把握できていない こともあ り、個性 を発揮す る

ことに自信が もて なか った り、発揮する場を逃 して しまうことが多 く見受 けられ る。

自分の個性を把握す るため には、ほかの人か ら認め られる ことや他の人の考え方 を知 る

必要がある。 この ことによ り、改めて 自分の個性 を知 り、それ を発揮 できる場 を見つける

ことができるよ うにな る。

学級活動 において も、 日常の学校 生活や様 々な活動 を通 して他者の個性 を把握 し尊重す

る ことによって、 自分 の個性 をさらに把握す る ことがで きる。学級の中で、お互いの個性

を認め合い、 自分の個性 を発揮する場 を得る ことによ り、共 に高め合える学級 を目指 し、

この題材を設定 した。

なお、本実践では 「責任感」 について取 り上げ、それ につ いて深 く掘 り下 げて考える実

践を計画 した。

③ 指導のね らいと工夫

日ごろの学校生活や学級活動、学校行事等でのお互 いの頑張 りを認め合 う相互評価 ・相

互理解 をさせ ると、多 くの項 目があげ られ る。そ の中か ら自己の個性 をよ り把握できるよ

うにす るために、ひ とつの項 目に注 目させ る。また、それ を掘 り下げて考える ことによ り、

自分の考え方 を他者の考 え方 との比較か ら自己に振 り返 らせ、それを 日ごろの学校生活だ

けでな く、将来、社会 の一員 として生かす場面を考 える契機 とさせる。

④ 指導の過程

ア 自己 ・他者の個性や能 力 ・適性の把握

イ 自己 ・他者の個性や能 力 ・適性の把握 と発揮

ウ 自己の個性や能力 ・適性 の発揮 と伸長

⑤ 本時の活動のね らい

具体的な場面 を設定する ことで、お互 いの考え方 を把握 し尊重す ることによって、 自己

に振 り返 って 自己の個性 を発揮で きる場面 を考えさせ る。

⑥ 本時の展開(資 料1参 照)

⑦ 評価 の観点

ア

イ

ウ

エ

設定 された場面 において、いろいろな行動を考 える ことができたか。

設定 された場面 において、責任ある行動 について考 えることがで きたか。

自他の比較か ら、 自己につ いて振 り返 り、考 える ことができたか。

自己の個性 を発揮 できる場面 を考 えることができたか。
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⑧ 検証授業の中で見 られた課題

いろいろな行動が挙 げられれば、他者 の考え方 を幅広 く知る ことができ、 自己の責任感

がどの程度な のか を考 える上で も有効なので、よ り多 くの考えを引き出す ような場面 を工

夫す ることが課題 として挙 げられた。

(資料1)学 級指導案

学 習 内 容 学 習 活 動 評 価 の 観 点

導 ・相互理解 ・相互評 ・前時 の活動 を思 い出 し、掘 り

入 価の確認 下げる項目を確認する

・場面の例示

※活動の概要をつ

活 かむ程度

・場面の提示 ・考 え られ る行 動 をすべ てあ げ ・いろいろな行動 を考 える

動 (ピ クチャーカード 利 用) る ことができたか

→ ワー ク シー ト記 入 ・発表

の ・自分だ った らどの よ うに行動 ・自分 にとって責 任 あ る行

す るのかを考える 動を考えることができた

展 → ワー ク シー ト記 入 ・発表 か

・責任 ある行動 にっ ・責任 ある行 動 と自分 との 比較

開 いて考えさせ る を し、 自己 を見つめる

ま ・責任感 について考 ・今 の自分について考 える ・自分 を振 り返 って考 え る

える → ワー ク シー ト記入 ことができたか

と ・今後 の自分につ いて考 える ・自分 の個 性 を発揮 す る場

→ ワー ク シー ト記入 面 を考 える ことがで きた

め か

(資料2)設 定場面の例

〈放課後 の場面〉

放課後 の部活動が終わ り、下校 しようとしたときに、忘れ物 に気付き、教室に戻 りまし

た。そのときの教室は、机 は乱雑で、黒板 にはチ ョークでいたず ら書 きが され、あち らこ

ち らにごみが散 らか っている状態で した。教室 の近辺 にはあなた以外には誰 も人がいませ

ん。職員室 には何人かの先生が残 っていますが、担任の先生はいませんで した。
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〈実践事例2:B中 学校〉

① 題材名 「保護者、地域の人々に学ぶ会 ～人生の先輩の職業観～」

② 題材設定の理由

将来の生き方 を考え行 動す る態度 や能 力を育成する上には、職業 ・勤労についてどのよ

うな考え をもち、どのよ うな職業に就 き、 どのように職業生活 を送るかを考 えさせ ること

が重要である。人は職業 を通 じて社会 と深 くかかわ り生きてお り、その観点か ら望 ま しい

職業観 ・勤労観 をは ぐくむ ことは、生き方指導 と しての進路指導 にとって重要な課題であ

る。

望 ましい職業観 ・勤労観を形成す るには、職業 ・勤労 に関する実際の体験な どを通 して、

職業 を通 じて社会 の一員 としての役割 を果た し、自己の能 力 ・適性 を発揮 して いる といっ

た視点か ら、職業 ・勤労の 目的や意義 を理解す る ことが不可欠であるが、現実 にはそ のよ

うな実際の体験が得 られる場面は必ず しも設定 しやすい とは言い難 い。そ こで 、職業 人と

しての保護者や地域の人々の講話を聴 くことによって、職業 ・勤労 に関す るいわ ば疑似体

験 をさせる という目的で本題材 を設定 した。

③ 指導のね らいと工夫

保護者や地域 の人々の講話 を通 して、働 くことの楽 しさや厳 しさを知 り、職業 ・勤労 に

つ いての関心 を高める とともに、職業 ・勤労の目的や意義 を理解 させる。 とくに講演会の

実施 にあたって は、お願 いの手紙 、お礼の手紙、 さらに当日の司会進行 にいた るまで生徒

自身の手による部分を大切 にして作 り上げて いく工夫 をす る。また、指導 の過程 にお いて

も事前に生徒 に質問を考 えさせた り、その回答 を予想 させ ることによって、擬似的ではあ

るがその職業 に従事す る人の気持ち になれ るよ うに工夫 をする。 このように生徒が主体 的

に講演会 に参加する ことによって、職業生活 を含 めた将来が他な らぬ 自分 自身の問題であ

ることに気付 くことにな り、望 ま しい職業観 ・勤労観 を内在化 させ る基礎 となる と考 える。

④ 指導 の過程

【準備】

ア 職業 ・勤労 につ いての質 問事項を以下の観点か ら話 し合 い、まとめる。

・職業選択 の理 由

・働 く目的 と意義

・働 くことと生 きが い

・働 くことの楽 しさや厳 しさ

イ 上記の観点か ら作成 した質問事項 について、 自分 な りの回答 を用意す る。

【本時】

保護者、地域 の人 々の講話 を聴き、事前 に用意 した質 問をする。

【事後考 察】

ア 保護 者、地域の人々の講話を聴 いての感想 を話 し合 い、文章 にまとめる。

イ あ らか じめ用意 した 自分な りの回答を、実際の回答 と比較 して、そ の違 いにつ いて

考える。
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⑤ 本時 の展開

ア 校長先生のお話

イ 講師の紹介

ウ 講師か らのお話

工 質疑応答

オ お礼の言葉

特別活動 の実践 という趣旨か ら、司会進行 はすべて生徒 の手 によるもの とする。

⑥ 評価の観点

保護者 、地域の人々の話 を通 して、職業 ・勤労 に対す る意識が高ま り、 自分 自身の将来

を考える契機 とな ったか。

⑦ 授業を通 して得 られた課題

講演会 を通 して得 られた生徒たちの感想 は概ね この講演会は 自己の職業意識を高め る上

で役 に立 った という肯定的な ものであった。(資 料2参 照)ど の生徒 たち も熱心 に話 に耳

を傾け 自分な りに考 えるところが あった様子であった。 しか しなが ら、講演会 の構成 につ

いては、講師の方々の善意 による部分が大 きいので、必ず しも生徒たちが希望す る職業従

事者 の話が聴ける とは限 らない。事前に どのような職業 について話 を聴きたいか アンケー

トな どをとっていて も、地域の中で人材を確保するのは容易ではない。よ り生徒たち に関

心をもって もらうためには幅広 く人材を確保、活 用す る方法 を検討す る必要が ある。

資料1生 徒か ら多 く出された質問(抜 粋)

① 職業一般 に関す る こと

・ どうして今や って いる仕事 に就 こうと思ったのですか
。

・ 仕事 を通 して、一番つ らいこと、一番楽 しい ことは何ですか。

・ 仕事 をす る上で一番大 切な ことは何だ と思 いますか
。

・ 仕事 を始 めてか ら、 自分が変わったと思いますか。

・ どんな人が今の仕事 に向いていると思いますか
。

・ 仕事に対 して どのよ うな努力を しましたか。 また、気 をつけることは何ですか。

・ 今の仕事 を自分の子 どもにやって ほしいですか。

・ 初めても らった給料 をどう思 いましたか
。

・ 中学生の頃の夢は何で したか。

・ 就きたい職業は、中学生の うちに決めておかな けれ ばな らない と思 います か。

② 個別 の職業 に関する こと

・ 子 ども相手の仕事で学んでよか った ことな ど、子育て に役立てている ことは何ですか。

(保 母)

・ デザイ ンが うかぶ時は どのような時ですか。(デ ザイナー)

・ 親 の介護は誰 がす るべきだ と思いますか
。(介 護福祉士)

・ 医師 になるのに、 どんな方法で どのく らい勉強 しましたか。(医 師)

・ レジをうつのに免許はいるのですか
。(店 員)

・ 大工 と建築士 はどう違 うのです か。(建 築士)
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資料2生 徒の感想(抜 粋)

・ 職業の ことにつ いてやその人の中学生時代 の ことな どがいろいろわか ってよかったで

す 。 この講演会で いろいろな ことがわかって 、また職業 につ いて悩む種 となったけ ど、

楽 しくとてもお もしろかったです。

・ いろいろな職業 を転 々 とや ってきて 自分に合 う職業に出会 えた人、 ほぼす んな り決 ま

った人、 さまざ まで した。私 は趣味 を考えた職業 に就 きたいので、 「何 か一 つ好 きな こ

とを見つけて楽 しみなが らや ってほ しい。」 という教訓 は一番印象 に残 りま した 。

・ いろいろな仕事があ るけれ ど、 どの仕事 も苦労 して初めて うれ しい ことや、づ らい こ

とを感 じられるんだな と思いました。今、 自分 の将来 について はあま り考えていないけ

れ ど、 この講演会 を通 して少 しずつ将来の ことを考えたいです。

・ 講演会が終わ って一つ気付いた ことがあ ります。 どの人 も自分の仕事 に誇 りをもって

いま した。また、患者 さんか ら学ぶ こともあった り、介護 している側な のに自分が癒 さ

れた りしているな ど、他の人か ら学ぶ ことがあるな んて思 ってもいませ んで した。

・ 仕事 にはそれぞれ社会の役 目とい うものがある ことがわか りました。一つ一つの仕事

が とて も大切だ ということもわか りま した。

・ 仕事の大切さや大事な ことを知 りました。お話 を聴 いて いるうちに、仕事 って人 には

大切だか らこそや らな くてはいけな いことだ と思 いま した。私 は自分でできる仕事 を見

つけようと思います。

・ 講師 の 「一生修行 す る。」という言葉が印象に残 りました。職業の ことだ けではな く、

これか らの生き方 につ いて考 えることや知る ことがで きました。

・ ほ とん どの職業で共通 していることは、 うれ しか った りよかった と思 う ことが、 自分

のやった仕事を喜んで もらえた り、ほめ られた りした時だ とい うことで した。全部 の職

業の人が、いろいろな苦労 をしてがんばっているんだな とい うことがよ くわか りま した。

資料3講 師の感想

先 日は とて も貴重な体験 をさせていただきあ りが とうございました。講演 なんてす るつ も

りもな く、出席 に○ を して しまって このよ うな ことにな り、前夜まで とて も緊張 して、手 に

メモを した り夜中 まで どんな話 をしようか と悩んでいたのに、 当日頭の中が真 っ白にな り、

行 き当た りばった りの話 にな って しまって大変 申し訳 な く思 うとともに自己嫌悪 にな って し

まいました。 ところが、生徒 のみなさんか ら思いがけず心の こもったお手紙 を多数 いただき

本 当にうれ しく思っています。何度 も何度 も読み返 し、あんなつたな い話に真剣 に手紙 を書

いて くれた ことに本当に感謝 しています。元気 しか取 り柄のない私 の話に、いろいろな こと

を感 じ取って くれて、逆 に励 ましてもらったような気持 ちで いっぱいです。本 当な ら手紙 を

くれた一人一人 に私か ら返事 を書かなければいけない し、質問 にもお答え しなけれ ばいけな

いと思 っているのですが、何か と忙 しい時期 に入って しまい思 うようにできません。 また、

何かの機会が あればぜ ひみな さん と話 し合いたい と(一 方的 に話をす るのではな く)思 って

います。話 を聴いて くれた一年生のみな さんに心 か ら感謝する とともに、お手紙 を何回 もう

れ しく読ませて いただいて います とお伝え くだ さい。先 日は本 当にあ りが と うござい ました。
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3研 究のまとめと今後の課題

(D研 究のまとめ

本研究は、「自己 を理解する こと」と 「望 ましい職業観 ・勤労観を内在化 させ る こと」の両面

か ら3年 間の指導 を行 い主題 に迫ろうとした。そ して、それぞれの実践 における主題に迫 るため

の工夫 をまとめると以下の通 りである。なお、「自己 を理解す ること」 に関して、 「個性」 をよ り

とらえやす くするために、いくつかの項 目に分けて考 えることにし、その項 目は生徒指導 要録 「行

動の記録」の項 目に対応 させた。

実践事例1

ア 「個性」をとらえやす くするために、多 くの項 目ではな くひとつの項 目に注 目しそれを掘

り下 げて考える実践 とした。

イ 自己 ・他者お互 いの考 え方 を比較 し自己を振 り返 るだけでな く、生活の中で発揮する場

面 まで考 える過程 とした。

ウ 誰 もが学校生活で起 こりうる場面を設定す ることにより、身近な問題であ ることを意識

させた。

実践事例2

ア 職業がよ り身近な ものであるという意識を もたせるために、保護者や地域の人々を講師

に招 いた。

イ 質問を考えるだけでなくその答 も予想 させ、職業 に対する擬似的体験 になるよ うにした。

ウ 企画 ・立案か ら運営 ・進行 まで生徒が行った。

これ らの実践 の成果 を挙 げると、実践事例1で は、 自他の比較 を通 し自分 自身の個 性 をよ

り深 く考 える ことができた こと、そ して学校 生活だ けでな く社会の一員 として個性 を生かす場

面 を考 える契機 となった ことである。実践事例2で は、講演会 に参 加す ることで職業 ・勤労 に

対する関心が高ま りその 目的や意義 を考えるよ うになった こと、 また生徒 自らの企画 ・立案、

運営 ・進行 によ り、よ り一層意識が高まった ことである。

(2)今 後の課題

今回の研究 を通 し次のよ うな課題が出てきた。実践事例1で は、設定 された場面で挙 げられ

る行動が少な いと自他 の考え方 の比較が広が らないことが分か った。考 え方の幅 を広 げるため

にはさまざまな行動 を考え させ る場面を設定 する ことが必要で ある。実践事例2で は、生徒の

希望する職業 に従事 して いる人を講演者 とす る ことでよ り積極的な態度で臨む ことがで きる。

そ のためには講演者 の人材確保 に当たっての工夫をさらに して いくことが重要である。

そ して、本研究では 「自己を理解する こと」「望 ましい職業観 ・勤労観を内在化 させる こと」

の両面か ら主題 に迫 ろうとしたが、今後 は両面を有機的に統合 させて主題 に迫るために、 自己

理解 を深化 させ、望 ま しい職業観 ・勤労観 を内在化 させる3年 間 を見通 した具体 的な指導計画

を作成することが課題である。
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川 第2分 科会

副主題 「自主的、実践的な態度をは ぐくむ、家庭や地域社会 と連携 ・協 力 した学校行事の

工夫」

1副 主題設定の理 由

学校行事 は、その特質か ら、学校生活 に秩序 と変化 を与え、集団へ の所属感 を深め、学校

生活の充実 と発展に資す る体験的な活動である。 この体験的な活動がそ の過程 において、生

徒の創造力を高め、人間形成 に役立てる ことができるものである。学校行事は全校又は学年

を単位 として活動す る ことが多いが、よ り大きな集 団、すなわち、家庭や地域 の人々との交

流 を盛 り込んだ内容 を企画 ・実践する ことが大切である。それによって、様々な人々との交

流や社会体験 をし、他者 を尊重す る態度、社会生活 上のルールやマナー、望 ましい集 団行動

の在 り方な ど、集団生活や社会生活 に必要な基本的な態度や行 動様式を身に付ける ことがで

きるか らである。その結果、集団や社会の一員 として よ りよ い生活 を築 こうとす る 自主的、

実践的な態度がは ぐくまれ る。

しか し、生徒 の現状はなかなか体験的な活動の場が少 なく経験に乏 しい面があ り、上記 の

よ うな態度や行動様式 を身に付 けていくのが難 しい。また各学校の現状でも、 このよ うな学

校行事の企画 ・実践に苦労 し、 目的の達成にまだ不十分な面が うかがえる。そ こで、よ り家

庭や 地域社会 と連携 ・協力す ることによって、「なす ことによって学ぶ」学校行 事の効果 を

さらに高めていく工夫を していくことが重要で ある。 また、家庭や地域社会 と連携 ・協力す

ることは 「特色ある学校」や 「開かれた学校」づ く りにもなると考 え、本副 主題 を設定 した。

2家 庭や地域社会 との連携 ・協力することの重点

家庭や地域社会 と連携 ・協 力す ることの重要性 は前述の通 りで あるが、従来か らの学校教

育の課題であ り、どの学校 にお いても工夫 して きている。 しか し学校行事 という場面では、

ただ単 に"家 庭や地域の人々を招 く"程 度のもの も多い。そ こで、われわれ研究部会では学

校行事 とい う教育活動のなかで、 この課題を次の ような観点 に分類 して考えてみた。

(1)地 域の特性 を活かす

・地域の環境 を活用す る

・地域 の人材 を活用す る

・地域 の施設、設備 を活用する

(2)家 庭 や地域 の人々に行事 の企画 ・立案 に参加 して もらう

(3)家 庭や地域 の人々に行事 に参加 ・交流 して も らう

このような観点 をできるだけ取 り入れ るには、行事 によってはその準備や検討の段階で多

くの時間が必要で ある。また、これ らの観点 は時代や社会 の変化 と共 に変わっていくもので

ある。 しか し現時点で、学校行事の 目的 をよ り効果的 に達成す るために、これ らの観点 をで

きるだけ取 り入れて いくことは大切である。われわれ研究員 の所属す る学校現場で も、今年

度の学校行事の実践 にこれ らの観点を取 り入れ られ るよ う、い くっかの工夫を試みた。 さら

にそ の行事の取 り組みの中で、生徒が 自発的に活動 し、よ り深 い体験活動 になることを配慮

した。
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2研 究の内容

(1)研 究構想図

研 究

1望ましい集団活動を通 して、社会の一員 としての
主 題

「生きる力」 をはぐくむ特別活動の工夫

生徒の現状と課題 特別活動の目標
・人間関係や連帯感の希薄化

望ましい集団活 動を通 して
・集団や社会の一員 としての自覚や責任感

の低下
・心身の調和のとれた発達 と個性の伸

長を図る。・倫理観や規範意識の低下 ・集団や社会の一員としてよ りよい生
・生活体験が少ない

活を築 こうとする自主的、実践的な
態度 を育てる。

・人間としての生き方 についての 自覚

を深め、自己を生かす能 力を養 う。

指導の現状と課題 一家庭や地域社会の学校 に対する期待 一

〈現状〉
・体験活動の機会が少ない。 ・望ましい人間関係を育て、 自ら意欲
・指導 と評価の関連が難 しい。 的 ・主体的に学んでい く力を育成す
〈課題〉 る 。
・地域社会 との連携を工夫する。 ・社会や地域の活動に参加 し、豊かな
・生徒一人一人が集団の中での人間的な触

心をもった生徒を育成す る。
れ合いを深め、個性を発揮 して積極的に ・豊かな個性や人間性を もち、他者の
活動できるように工夫す る。 個性 を理解 し、尊重する力を育成す

・生徒に 自主的な活動を行わせるよう工夫
る 。

す る 。
・学校の特色や創造 をいか した行事 を工夫

す る 。

噸一昌
一 主 題

自主的、実践的な態度をはぐくむ、家庭や地域社会 と連携 ・協力した学校行事の工夫

仮 説家庭
・地域社会 との連携 ・協力において

① 地域の特性をいかす
② 家庭や地域の人々に行事の企画 ・立案 に参加 して もらう③ 家

庭や地域の人々に行事 に参加 ・交流 してもらう
な どの工夫 をした学校行事を行 うことによって生徒の自主的、実践的な態度がより
は ぐくまれ るであろう。

研 究 の 内 容

践実
夫

の
工
事

の
行

方
校

仕
学

の
た

力
し

協
力

・
協

携

・

連
携
夫

の
連

工

と
と
の

会
会
価

社
社
評

域
域

の

地
地
事

や
や
行

庭
庭
校

家
家
学

①
②
③

研 究 方 法
① 文献研究②

学校行事の実践と検証

ま と め と 今 後 の 課 題

一15一



(2)学 校行事 の実践 と検 証

〈実践事例1:A中 学校 〉保護者や地域の人々と連携 した レク リェー ション

本校 では、平成11年 度 よ り、 「○○○ の 日」 と名付け られた、多摩川の緑地公 園で1日 レ

ク リェー ションをする学校行事が行われていた。学校 の耐震工事期間中に、 日頃校庭 を自由に

使用する ことが出来に くい状況のため始 まった行事 である。

午前・午後 の部 に分かれ生徒は学級、学年の枠 をはず し、 レク リェー ションの種 目を自由に

選択する ことができる。

そ こで今年度は、保護者や地域 の人たちと連携 して レクリェー ションを行 う行事 にした。 こ

のことによ り、生徒が 自ら企画 し実践 し地域の施設 を活用 し、地域の人々 との交流 を通 して、

生徒が自分のよさや可能性 を生か した充実感を味わ うことがで き、 自主的、実践的な態度をは

ぐくむことにつなが ると考 えたか らである。

(1)活 動計画(*は 今年度 よ りの試み)

活動 内容検 討 ・・… 今年度の活動内容 を検討する。

*保 護者、地域の人々への働きかけ ・・… 今年度 の趣旨 ・内容 を説明す る。

*全 校生徒にね らいと活動内容説明 ・・… ね らい ・活動内容等の確認 をす る。

希望種 目アンケー ト ・・… 生徒の希望種 目を調査す る。

希望種 目アンケー ト集 計

参加種 目決定

事前説明 ・・・… 種 目ごとに運営方法等 の説明 をす る。

*生 徒会新聞での広報活動 ・・・… 生徒への意識づ けを行 う。

*保 護者 、地域の人へ の連絡、協議 ・・・… 参加種 目等の確認 をする。

事前準備 ・・・… 前 日準備、当 日の最終確認を行 う。

実施

*事 後 アンケー ト(生 徒、保護者 ・地域の人々)昨 年 との比較な どを検証する。

*ア ンケー ト集計

*評 価 ・・… 改善の方策な どをまとめる。

(2)実 施要項

① 目的

ア

イ

ウ

一 日多摩川緑地公園で過 ごし
、英気を養 う。

地域 の自然や施設及び人材を活用 し、豊かな人間性や社会性の育成 を図 り生徒の 自主

的、実践的な態度 をは ぐくむ。

レク リェー ションを通 し互 いの親睦 を深め、 レク リェー ションの意義や参 加の態度 を

学習す る機会 とす る。

② 場所、使用施設

多摩川緑地公園[区 民広場、自由広場 、サ ッカー場(1面)、 野球場(6面)]
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③ 時程
`11

9:00 s:sa

9:3011:30

11:3012:30

12:3014:30

14:30～15:00

1s:oo

15001530

自由広場 集合(時 間厳守)

出欠確認

校長挨拶

地域の人々の紹介

諸注意

用具貸し出し

レクリェーション1部

昼食(自 由広場に集合、点呼)

レクリェーション2部

自由広場 集合、点呼

校長講評

地域の人々のお話

諸連絡

解散

ボランティア活動(生 徒会及び有志)

④ 実施内容

・ 学年の枠 をはず し、 レクリェー シ ョンの種 目は生徒の自由選択 とす る。

・ 活動場所及び種 目は次 の通 りとす る。

① 野球場 野球

② サ ッカー場 サ ッカー

③ 区民広場 バ レーボール、バ ドミン トン、 ドッヂボール等の運 動系の活動

④ 自由広場 ゲーム、読書 、写生、た こ揚 げな どの活動

⑤ 池 釣 り

・ 必要な用具は、原則 と して各 自で持参す る。

・(学校で用意す る用具)サ ッカー用ゼ ッケ ン サ ッカーポール2個 バ レーボール10個

ライ ンカー と石灰 ベース キャッチ ャーマス ク6個

◎ 地域 の人 々と一緒 にチーム を組んで、それぞれの種 目を行 う。

◎ 釣 り、た こ揚げな ど、地域の人に教 えていただ く。

⑤ 諸注意

・ 昼食時間 は活動 しない。(特 にバ ッ トを使用 しての野球 ・釣 りな ど)

・ 活動場所 を離れ、勝 手に帰宅 した り、他の場所 に行かな い。

・ 活動種 目は、自由広場 と区民広場 につ いては、④ で挙げた もの以外 にも可能で あるが、

危険な もの(ゴ ル フ、野球場以外でのバ ッ トの使用な ど)は 行 わな い。
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(資料1)

○ ○ ○ の 日 ア ン ケ ー ト

1あ なたは 年 組 性別( )

活動 した種 目 …(参 加 したコースの記号 に○ をつ ける)

2

ア 野球 イ ソフ トボール

オ 写生 カ バ レーポール

ク カー ドゲーム ケ 読書

サ その他()

○○○ の 日は楽 しかったですか。

はい いいえ

ウ サ ッカー

キ バ ドミン トン

コ た こあげ

(どれか に○)

工 釣 り

3ど のよ うな点が楽 しかったですか。(該 当す るものに、いくつでも○を して くだ さい)

ア 好 きな ことをして過 ごす ことができたか ら

イ 学校 を離れて多摩川緑地公園で行 ったか ら

ウ 他学年の人た ち と一緒 に活動す ることができたか ら

工 日頃あま り話 した ことのない人 と話がで きたか ら

オ 地域の人々と一緒 に活動することができたか ら

力 地域の人々に教 えて いただいたか ら

キ 自分の個性 を発揮 す ることができたか ら

ク 自分のよさや可能性 に気付 くことができたか ら

ケ その他()

4000の 日を通 して、や って よかった と思 うことが あ りますか。

ア ある イ ない

・あれ ば、 どのよ うな点 ですか。(ど ち らか に、○ をして くだ さい)

ア のびのび ・・・・・・… できた できなかった

イ 地域の人たち との交流が ・・できた できなかった

ウ 友だちや他学年の人たち とコミュニケー ションが ・・ とれた とれなかった

工 地域の施設(緑 地公園)を 活用 し、1日 を有効 に ・・過 ごせた 過 ごせなか った

オ 地域の一員 としての実感 が ・・・・・・・… もてた もてなかった

5000の 日は、他学年 との交流を深めた り、地域の人々 との交流をするために有効 な

行事だ と思いますか。

はい いいえ

6000の 日を通 して、感 じた ことを書きま しょう。

一18一



(3)ま とめ

〈生徒 のアンケー トか ら〉

・友だ ちとた くさん話せた り、普段あ まり見た ことのない釣ったばか りの魚 を見 る ことがで

きた り自然に触れあえる。 とにか くた くさん(違 うクラス)の 人 と遊べた り、地域の人々

と触れ合 った りす ることがで き、授業 とは違 う雰 囲気でよかった。来年 もや りたい。

・みんなで いろいろな ことを学校 とは違 うところでで きるのがいい と思 う。普段 あま りかか

われな い地域 の人たち と話す機会ができて楽 しかった。土手で 中学校生活 のひ とときを過

ごす のもよい と思 う。

・学校で はないところで人と会話 した り、遊んだ りす るので普段 よ り交流ができてよかった

と思 う。地域 の人 と会話 した り何かを した りする ことが初めて だったので、いろんな こと

が勉強 になったと思 う。1日 中授業 をす るのではな く、スポーツを した りして、体 を動か

す ので新鮮な1日 になった。

・とんびだ こを揚 げるというの は初めての経験で した。簡単 に揚 げ られ ると思っていたけ

ど、実際 はむずか しいと感 じま した。た こが落ちてくると糸を引いて、風が くる と糸 を出

した りして、調整 しま した。少 した こか ら目を離す と落ちて しまいます。で も、た こ揚げ

は とて も楽 しく、今度はた この作 り方を教 えて もらいた いと思 いま した。

・まず 一番 に 「とんびだ こ」 を揚 げ られた ことに感動 した。見 た ことはあ るけ ど、実際 自分

で揚 げた ことはな いので うれ しか った。地域の人たちとの交流 も初めての体験 です ごく楽

しか った。

・地域 の方たちにた こ揚 げを教 えて いただき、あま りうまく揚 が らなか ったけれ ど、とて も

お もしろかった。

ぼ ド

輪 蕃、

擁ぎ

事

詠

4町 多墾

ア 藩

(地域の人々にた こ揚 げを教えて

いただいて いる様子)

宏1灘 ρ
・!妊 ∵

叉

(とんびだ こ)

◇
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〈実践事例2:B中 学校〉地域の人々 と連携 して取 り組む地域清掃活動の工夫

B中 学校 では、 「ク リー ン作戦」 と名付けた地域 清掃活動 を、年間2回 実施 している。そ こ

で、 この活動 を家庭や地域の人々と連携 し工夫する ことによ り、生徒一 人一人が学校や地域の

一員であることを自覚 し
、よ り良 い生活 を築 こうとす る自主的 ・実践的な態度がは ぐくまれる

もの と考 えた。また、ボ ランティア活動の意義を考 える機会 にしたい と考えた。

(1)指 導の工夫

① 実行委員会が 「地域清掃活動」の内容や意義について考える

② 実行委員会が中心となり企画 ・準備を進める

③ 実行委員会が専門委員会や一般生徒、保護者に参加を呼びかける

*「 クリーン作戦」実行委員会は生徒会を中心 とした生徒組織とした

(2)活 動計画

① 実行委員会

② 活動内容

③ 広報活動

④ 参加希望調査

活動内容とね らいについて考える

ア 清掃場所の検討

a地 域の人たちの意見を聞く

b清 掃場所の実施踏査をする

イ 清掃用具や服装の検討

a必 要な清掃用具と個数

ウ 参加希望調査用紙、清掃後のアンケー トを作成する

エ 「クリーン作戦」当日の時程を作成する

ア 実行委員会が、「クリーン作戦」のね らいと活動内容を説明

する

イ 新聞、全校朝礼、お昼の放送を利用して参加の呼びかけをす

る

ア ー般生徒の参加と不参加を調査し集約する

*保 護者の参加希望調査の集約は、PTA役 員に依頼する

⑤ 美化委員会(専 門委員会)と 連携す る

ア 集 計 した参加人数か ら、グループ分 けと清掃場所 の割 り振 り

を行 う

イ 前 日準備

⑥ ク リー ン作戦の実施 ア 活動の様子を写真撮影 し、記録 として残す

イ ク リー ン作戦終 了後、生徒 と保護者 に事後 アンケー トをして

もらう

⑦ 実施後 の活動 ア 事後ア ンケー トの集計 とその結果 を新聞 に掲載す る

イ 次回の 「ク リー ン作戦」のための反省点や 改善点 をまとめる
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(3)活 動 に対す る評価

① 生徒会役員が中心 とな って取 り組 めたか

② 参 加 した生徒が、 この 「ク リー ン作戦」を通 して地域の美化環境 を考 える機会 となった

か

③ 今回の地域清掃 を通 して、生徒一人一人が地域の一員である ことを自覚できたか

④ ボ ランティア活動 を考 える機会 とな ったか

(4)実 行委員会が考えた実施要項案

清掃活動の目的 … 地域の清掃活動を通して、自分たちの住んでいる町の環境美化を

考える

日 時 … 平成 ○年 ○ 月 ○ 日(○)11時30分 ～

清 掃 場 所 … 学区域 をおよそ15ブ ロックに分け、特 に歩道や公園な どを行 う

*今 回は、地域の人々と話 し合 い清掃場所 を考えてい く

参加者募集 ①

②

③

④

朝礼や生徒会新聞、そして各クラスで行う短学活を利用 して

学級委員から呼びかけをしてもらう

保護者の参加募集はPTA役 員の人たちに依頼する

参加人数の確認のための参加調査票をつくる

清掃方法 … ① 各グルー プ毎 に清掃場所 に移動 し、 ごみ拾 いや ほうきを使った

清掃 を行 って もらう

② 集 めた ごみ は学校 に持ち帰 り分別す る

*分 別 された ごみは清掃 局が、無料で引き取 って くれ る

持ち物 と服装 … 持ち物:軍 手(各 自で用意)

服 装:体 育着

ビニール袋 ほ うき ち りとり

当日の流れ … ① 体育着に着替え、下校の用意をして体育館に集合する

② 清掃活動についての諸注意 ・連絡をする

*荷 物は体育館に置く

③ 清掃場所に移動し清掃を行う

④ 分別 したごみは学校に持ち帰る

⑤ 下校後、アンケー ト用紙に記入する

⑥ グループ毎に保護者も交えて簡単な反省会を行う
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(5)活 動の様子

地域 の人々との話 し合 い

_賜!.'

磁罫
蟹

瞭

製 「脳
欝 撫 ♂ 韓噺 、

ゆ　マミゆ

蕪 轟
亀轍溝

清掃場所の実施踏査

(6)感 想

【地域の人】

○ 地域 をみると、自宅の周辺は比較的よく清掃されているが、車道沿 いの歩道や植え込み、

所有者がわか らない空き地や駐車場 には ごみが多 く、ほとん どが清掃 されないままの状態

になっている。 どうした らよいか と地域で も考えている

OB中 学校 で行っている 「ク リー ン作戦」をもっと地域の人に知 らせた らどうだ ろうか。

地域の人の中には この行事の趣 旨に理解 を示 し、共に地域清掃を して くれる人も出て くる

ので はな いだろうか。また、生徒 と同じ清掃 区域で行わな くとも、そ の時間帯 に自宅か ら

出て、近所の清掃 を始め る人があ らわれ るかも しれない。知 らせ る方法 として、町内会 で

使 って いる掲示板や回覧板な どが ある。

○ こういう活動 を通 して、学校 ・地域の人が共 に自分たちの住んでいる町の環境 を考える

機会 となればよいと思 う。

○ 学校で栽培 した植物 をプランター に移 し、道路沿いを飾 るの も地域社会 にとっては とて

もよいことにつながるのではないか と思 う。

【実行委員】

○ 実 際に下見を してみて、家の周辺は ごみ も少なくよく清掃 されている ことがわかった。

しか し、それ とは対照的 に道路沿いの植 え込みには、いろいろな ものが捨 て られていた。

中にはずいぶ んと長い間放置 されて いるものもあ り驚 いた。

下見 を通 して、私たちが住んでいる町が少 しだけ ど身近な ものに見 えた。

○ 自宅 周辺は、個 人の責任区域みたいな ところが あ り、清掃が よく行 き届 いているが、

道路沿 いな ど公道ではほ とんど清掃されて いなか った。

OB中 が行 う 「ク リー ン作戦」が、少 しでも地域 の人に知って も らえる とよいと思 った。

○ 清掃活動だ けではな く、美化ポスターや プランター(植 物)を 使 った美化活動 もこれか ら

考えていきたいと思 った。

○ 道 に落ちて いる ごみ にも自然 と目がいき気 になるようになった。
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rク リーン作戦」 に参加 して アンケ ー ト

平成13年 月 日()

1年2年3年 性別()

1.ク リー ン作戦に参加 した理 由を答えて くだ さい。

ア 前回も参加 したか ら

イ 以前か ら道 に落ちて いる ごみが気 になって いたか ら

ウ 以前か らポ ランテイア活動 に参加 したみた いと考 えていたか ら

工 友人 に誘われたか ら

オ その他

2.ど のよ うな ごみが多 く落ちていま したか。落ちていた場所 も書いて くだ さい。

3.今 回の清掃区域以外で、次 回はこのよ うな場所 も清掃 しては どうか と思 うところが

あ りま した ら書 いて ください。

ア 特 にない

イ ある(下 線部 にそ の場所 を書いて くだ さい)

4.ク リー ン作 戦 へ の意 見 ・感 想 を書 いて くだ さ い。

5.「 ク リー ン作戦」 も含め、機会があればいろいろなボ ラ ンティ ア活動 に参加 したい と

思 いますか。

はい いいえ わか らない

*短 時間の清掃活動で したが、私 たちの住む町が いくらか はきれいにな ったのではな いか と思

います。 ご協力あ りが とうございま した。
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3研 究の まとめ と今後の課題

(1)研 究のまとめ

今 回の研究では、家庭や地域社会 と連携 ・協 力する ことによ り学校行事の 目的 をよ り効果

的に達成する ことに重点 を置いた。実践例の学校においては、昨年度 までの行事 にい くつか

の工夫 をした。具体 的な工夫は次 の通 りである。

実践事例1ア 広報活動な ど、生徒 を中心に活動 した

イ 家庭や地域の人々に協力 してもらった

・PTAや 社会教育課な どと連絡を とり、行 事の企画 に協力 して もらった

・行事 に参 加 して もらった(一 部は指導者 として)

実践事例2ア 生徒が地域の清掃状況 を調べ、活動の候補地を決定 した

イ グルー プ分けな どの準備で、実行委員会 を中心 に活動 した

ウ 行事後 も地域の美化活動 に生徒のアイデ アを取 り入れた

これ らの実践 の成果を挙 げると、 まず どち らの例 も生徒 は普段の学校 生活 とは違 う集団で

活 動を し、そのなかでルールやマナー を守 り、家庭や地域の人々 との交流 も経験す ることが

できていることであ る。 この経験は生徒が所属す る様々な集団の 中で生か されていくもので

ある。特 に実践例1で は、施設 を活用す るとい う地域の特色 を生かす ため、生徒は各 自の希

望 に沿 った活動の充実感が よ り増 している。 また実践例2で は、生徒は 自分の住 んで いる地

域 に 目を向け、様子 をよ く知る機会 を得た。 また、清掃活動後の地域環境の美化 にかかわる

意識を大切 にして いくアイデア も、今後 のこの行事の成果 を深めて いく上で大切である。

これ らの成果 は将来にわた って も、生徒が地域社会のなかで、社会の一員 としての自覚 を

高め、集 団生活や社会生活 をして いく上での大切な要素である。次 に挙 げるような課題はあ

るものの、既存の学校行事 にこのよ うな工夫 をして いくことは自主的、実践的な態度 をはぐ

くむ上で重要だ と思 う。

(2)今 後の課題

今 回の研究を通 して次 のような課題がでてきた。

ア いか に人材を確保するか

イ 継続的 に参加 して もらうための工夫

ウ 参加者の意見 を受け容れ られ る柔軟性

アについては、平 日に行われる学校行事のため残念 なが ら参加者が減 って しまった。また、

希望す る技能を もっている人材 を探す ということも、容易で はな い。地域 によっては人材の

登録制度 を設けているところが あるが、連携 をとりやす くす るため には、よ り充実 した シス

テムが必要 になって くると思われる。イ については、参加者 に負担がかか るだ けの内容であ

れば、継続的な協 力は得 られな いであろう。ボ ランテ ィアの参加であれば特 に 「参加 して良

かった」 という印象 をもたせる ような魅力 ある内容 にしたい。 ウについて は家庭や地域の人

々の意見 にできるだ け柔軟 に対応できるようにした い。そ して教員が開かれた学校づ く りの

ために地域 に目を向 ける ということも大切である。学校行事精選の中で新た に家庭や地域社

会 と連携 をとる学校行 事を行 うことは容易ではないが、既存の学校行事 を工夫することによ

って 目的 をよ り効果的 に達成で きる。そのために実践 を重ねてい くことが今後の課題である。
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